
 

 

 

幸せづくりにかける思い 
 

 

参議院厚生労働委員会（平成 22 年 10 月 21 日）議事録から 

 

 

○辻泰弘君 民主党・新緑風会、辻泰弘でございます。 

 まず、書生論を申し上げるようですけど、私は政治にかかわって 33 年ぐらい  

なんですけれども、政治とは何ぞやというふうなことを問われたときに私が    

いつも申しますことは、政治とは、いろんな局面があるけれども、やはり政治    

とは人間の幸せの追求でなければならない、政治とは人間の幸せの追求である、  

このように私は思っているところでございます。 

 そして、その幸せを追求するということを考えるときに何ができるか、何を  

するかということになるわけですが、やはり人間としての幸せの根底に人間の 

存在、すなわち生きているということ、そして、できることであれば、より健康

で生きているということがある、それを支えるのが医療である。すなわち、医療

の幸せ度がいかほど高められるかがやはり人間の幸せ、社会全体の幸せを大きく

規定するということであろうかと思います。 

 そして、また同時に、多くの国民、人間は働いて、なりわいを得て仕事をし、

生計を立て、家族共々の幸せを築いている。そういったことからいたしますと、

働くという部分の固有の幸せ度、また働くということに関連する幸せ度、それを

いかほど高められるかということがやはりこれまた個人にとっての、人生に  

とっての、またトータルとしての国民全体、社会全体の幸せも規定してくると、

このように私は思っております。 

 そういった意味で、政治が課題とすべき幸せを追求する。その上で、医療、   

雇用、こういった部分は本当にその中心的な柱を成す、そのように私は思って  

今日まで取り組んでまいりました。 

  

 

 


